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地方発バイオイノベーションの進展と機能性食素材開発
さっぽろバイオクラスター構想Bio-S"の取組み、概要紹介 
抗酸化機能分析研究センターによる拠点構築

大谷克城、若宮伸隆



……………………･〈…シリーズ・地方発バイオイノベーションの進展と機能'性食素材開発……‘

抗酸化機能分析研究
センターによる拠点構築

旭川医科大学医学部微生物学講座講師大谷克城

同教授若宮伸隆

としている。実際の分析項

目は、事業の開始からの２

年間で機器設置と分析方法

の検討を行い、①総ポリフ

学講座講師大谷克城エノール量の定量分析(フォ

教授若宮伸隆一リンチオカルト法)、②Ｈ

ＯＲＡＣ分析(Hydrophilic

OxygenRadicalAbsorbanceCapacity:活性酸素吸収能

力)、③ポリフェノールプロファイル定量分析(約30種類

の個々のポリフェノール定量)、④レスベラトロール、

アントシアニジン定量分析、という４つの分析作業の工

程を確立し、現時点での主な分析事業としている(図

２)。

はじめに

文部科学省の知的クラスター創成事業第11期で採択さ

れた『さっぼろバイオクラスター構想“Bio-S"』事業で

は、北海道における医学・薬学系研究者が農学系研究者

と一体となって、北海道の食素材の評価系を構築し、北

海道における食品企業や道民の健康に資する目的で本事

業は開始された。本事業の研究グループは、①免疫機能

改善グループ、②神経機能改善グループ、③代謝機能改

善グループ、④共通基盤グループの４グループで当初構

成された◎抗酸化機能を有する食品開発を目指す我々の

グループは、素材の抗酸化機能分析の拠点形成を果たす

べく、2009年に抗酸化機能分析研究センター(抗酸化研究

センター、（図１）を立ち上げ、その後現在に至るまで、

北海道の主な農産素材や天然素材の収集と素材分析を行

い、その分析結果のデータベース化①B化)と素材のライ

ブラリー化を遂行した。

図１抗酸化機能分析研究センター

抗酸化機能分析研究センターの分析事業とは

抗酸化物質とは、活性酸素の機能を抑制する物質を示

し、その作用を抗酸化機能と呼んでいる。活性酸素は、

動物が酸素を体内で利用する際に発生する分子群であ

り、スパーオキサイドヒドロキシルラジカル、過酸化

水素、一重項酸素などがあり、それらは体内に存在する

酵素などで不活化されるが、ヒトが摂取する食物中に含

まれる種々の抗酸化物質によっても不活化されていると

考えられている。このなかで、ポリフェノールは主にヒ

ドロキシルラジカルを不活化することが明らかになって

いる物質であり、当抗酸化研究センターでは、北海道の

食素材に含まれるポリフェノールを主に分析することに

よって、北海道食素材の新たな価値を見出すことを目標
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図２抗酸化機能分析研究センターにおける主な分析作業

食素材データベースのための分析と素材保存業務

について

素材データベースについては、北海道で通常に食する

と考えられる食素材を選択し、それらを収集し分析する

システム構築を行った。つまり、産出された素材は速や

かに抗酸化研究センターに運搬され、まず保存できる素

材は、そのまま-80度で貯蔵保存される。保存した素材

は冷凍のまま粉砕され、また保存できない素材に関して

は運搬後速やかに粉砕され、その後凍結乾燥される。こ

の２次保存の段階で、すべての素材サンプルは専用のボ

トル内に酸化しないように窒素封入されて-80度で安定

保存される。この保存サンプルにはすべてバーコードタ

グが付され、データベースにて管理保存され、素材ライ

ブラリーとして構築される。

北海道食素材の抗酸化機能データベースの構築

2010年度からは、北海道産の農作物素材を約300～500

品目を収集し、その抗酸化値を中心とする分析を行い、

同時に抗酸化食品素材標本ライブラリーを構築してい

る。この品目数はほぼ通常の北海道で食する素材を網羅
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